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高
架
橋
い
よ
い
よ
着
工

総
工
事
費
は
は
億

7
千
万
円

昭和40年 6月 1

市
街
地
を
横
切
っ
て
い
る
国
鉄
線
、
地
鉄
線
の
連
続
高
架
橋
建
設

v

f

は
、
東
滑
川

l
魚
津
聞
の
複
線
工
事
に
あ
わ
せ
て
着
工
さ
れ
る
こ
と
J

f

に
な
り
、
待
望
の
起
工
式
が

5
月
初
日
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

ク
ワ
入
れ
式
は
、

午
前
日
時
半
か
ら

刈
架
橋
の
起
点
に
あ
た
る
八
僻
社
境
内

で
、
関
係
者
ゃ
く
臼
人
が
集
ま
っ
て
行

な
わ
れ
、
安
河
内
国
鉄
岐
車
工
事
局
長

の
ク
ワ
入
れ
、
つ
い
で
県
知
事
代
理
小

林
保
総
務
部
長
、
高
野
市
長
が
ツ
ル
'ハ

シ
、
児
玉
地
鉄
社
長
ら

が

シ
ョ
べ

山げ

を
入
れ
、
工
事
の
無
事
完
成
を
祈
願
し

た
あ
と
、
市
民
会
館
で
起
工
式
が
あ
り

ま
し
た
。

乙
の
計
画
に
よ
り
ま
す
と
、
高
架
化

さ
れ
る
の
は
国
鉄
魚
津
駅
ガ
l
ド
か
ら

住
吉
ガ
l
ド
ま
で
の
区
間
ゃ
く
2
千
メ

l
ト
N
で
、
こ
の
う
ち
電
鉄
魚
津
駅
を

中
心
に

l
千
3
百
日
メ
ー
ト
ル
が
高
架
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橋
に
な
り
、
そ
の
両
端
が
戚
土
コ

ン
ク

リ
ー
ト
擁
壁
に
な
り
ま
す
。
高
架
橋
の

高
さ
は
道
路
面
か
ら
桁
下
ま
で

υメ
ー

ト
ル
'
、
巾
日
メ
l
ト
市
げ
と
な
り
ま
す
。

工
事
は
列
車
を
運
行
さ
せ
な
が
ら
行

な
う
た
め
、
ま
ず
刊
年
度
は
線
増
分
を

現
在
線
の
山
側
に
つ
く
っ
て
列
車
を
通

し
、
引
年
度
は
現
在
の
国
鉄
線
に
地
鉄

電
車
を
走
ら
せ
地
鉄
線
を
高
架
に
し
ま

す
。
川町
年
度
は
現
在
の
国
鉄
線
を
高
架

化
す
る
乙
と
に
な
っ
て
お
り
、
昭
和
川
何

年
9
月
末
に
完
成
し
、
川
月
1
日
か
ら

開
通
す
る
予
定
で
す
。

こ
れ
に
要
す
る
総
工
事
費
は
は
億
6

千
9
百
万
円
で
、
同
鉄
が

6
億
2
千
9

百
万
円
、
国
が
4
億

2
千

2
百
万
円
、

県
市
が
そ
れ
ぞ
れ

1
億

4
千
万
円
、
地

鉄
3
千
8
百
万
円
負
担
す
る
乙
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

乙
の
鉄
道
連
続
高
架
化
に
よ
っ
て
交

通
の
円
滑
化
、事
故
防
止
は
も
と
よ
り
、

産
業
、
経
済
、
文
化
の
発
展
に
果
す
役

割
は
大
き
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

な
お
建
設
工
事
中
は
道
路
混
雑
あ
る

い
は
危
険
な
場
所
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
ご

不
自
由
を
お
か
け
す
る
と
思
い
ま
す
が

一

市
が
行
な
う
農
林
業
土
木
関
係
事
業

一
(
国
庫
災
害
復
旧
、
市
単
独
小
災
害
復

一
旧
、
県
市
単
独
土
地
改
良
、
林
道
の
関

一
設
、
小
規
模
緊
急
治
山
事
業
な
ど
)
の

み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

一
受
益
者
負
担
金
に
つ
い
て
は
、
い
ま
ま

一
で
工
事
が
完
了
し
て
か
ら
集
め
て
い
ま

0

0

一

近
く
魚
津
高
架
橋
建
設
工
事
も
す
す

一
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
す
べ
て
工
事
の

め
ら
れ
る
と
と
に
な
り
ま
し
た
が
、
次

一
着
手
前
に
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

の
工
事
区
域
内
に
天
工
水
な
ど
の
伏
設

一
り
ま
し
た
。

管
が
あ
れ
ば
、
届
け
出
ら
れ
る
よ
う
お

一

乙
れ
は
、
工
事
が
終
っ
て
か
ら
で
は

願
い
し
ま
す
。

一
ど
う
し
て
も
納
入
が
順
調
に
い
か
な
い

マ
工
事
区
域
H
角
川
鉄
橋
か
ら
魚
津
駅

一
た
め
、
事
務
処
理
や
設
計
監
督
の
う
え

ガ
ー
ド
間

一
に
支
障
を
き
た
し
、
や
や
も
す
る
と
工

マ
届
出
期
間
日
6
月
初
日
ま
で

一事
施
行
に
円
滑
を
欠
き
ま
す
。
そ
乙
で

マ
届
出
場
所
H
国
鉄
岐
車
工
事
局
魚
津

一
昭
和
刊
年
度
か
ら
受
益
者
負
担
金
を
、

工
事
区
(
仰
田
区
本
江
酒
造
の
南
側

一
工
事
の
入
札
前
に
納
め
て
い
た
だ
い
た

電
話
①
1
2
2
5
0
番
)

一
も
の
に
つ
い
て
の
み
、
工
事
を
施
行
す

マ
届
け
出
す
る
物
件
の
種
類

一
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
関
係
者

飲
料
用
天
工
水

(
竹
と
い
、
鉄
管
、

一
の
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

土
管
、
木
管
な
ど
使
用
の
も
の
)

一
す。

・
そ
の
ほ
か
現
在
使
用
中
ま
た
は
必
要

一

と
す
る
伏
設
管

一
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魚津印刷株式会社

人口のうごき

男女計

出生 25 23 48人

死亡 16 13 29人

婚姻 29組

写
真
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務ツ
部ノレ

長ハ
( シ
左 を
)入

とれ
高 る
野小
市林
長県

正
副
議
長
な
ど
き
ま
る

ー

5
月

臨

時

市

議

会

|

5
月
臨
時
市
議
会
は
去
る

5
月
日
日

招
集
さ
れ、

正
訓
議
.
日
比
の
選
挙
が
行
な

わ
れ
、議
.
長
に
伊
東
れ
二
氏
、副
議
長
に

間議長 議長

n'T一

長
谷
川
作
次
郎
氏
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

ま
た
常
任
委
員
会
委

H
な
ど
は
次
の
よ

う
に
き
ま
り
ま
し
た
。

総
務
委
員
会

(O
は
委
員
長

。

宮

崎

間

三

石
川
庄
之
助

大
島

信

夫

稲

垣

文

行

迎
設
委
員
会

。
関

口

口
日
次

U
L
'
I
1
C川ーロ
rr

H
k
h
v
#
t
m
yl
 

伊東

O
は
副
委
員
長
)

O
森

野

宮

治

後

藤

広

作

行

訂

正

倣

長谷川作次郎

O 
ifi古
保;11こ

金正
作 り1

農
林
業
土
木
関
係
事
業
の

受
益
者
負
担
金
は

前

納

を

:

参

議

院

議

国
民
年
金

生
活
の
苦
し
い
方
は

掛
金
免
除
の
方
法
で

マ
:・
国
民
年
金
の
印
紙
納
入
は
す
み
ま

し
た
か
。
昭
和
刊
年
3
月
ま
で
の
印

紙
が
未
納
の
万
は
早
く
納
め
て
く
だ

E
・
1
0

l
v
p

・、
'uv

マ・
:
生
活
が
苦
し
く
て
ど
う
し
て
も
納

め
る
こ
と
の
で
き
な
い
方
は
、
掛
金

免
除
の
方
法
が
あ
り
ま
す
。
国
民
年

金
手
帳
と
印
鑑
を
も
っ
て

6
月
叩
日

ま
で
市
民
課
へ
お
い
で
く
だ
さ
い
。

マ
・・・
さ
き
に
免
除
を
受
け
ら
れ
た
方
で

乙
と
し
も
都
合
が
悪
く
、
ひ
き
続
き

免
除
を
受
け
よ
う
と
さ
れ
る
方
は
印

鑑
を
も
っ
て
す
ぐ
免
除
の
手
続
き
を

と
っ
て
く
だ
さ
い
。

マ
:
・老
令
福
祉
年
金
、
障
害
福
祉
年
金

母
子
福
祉
年
金
の
受
給
者
に
所
得
状

況
調
査
を
し
て
い
ま
す
が
、
ま
だ
届

け
出
を
し
て
い
な
い
万
は
、
6
月
間

日
ま
で
年
金
証
書
と
印
鑑
を
も
っ
て

市
民
課
へ
お
い
で
願
い
ま
す
。

員

選

挙

7
t
同
月
刈
守
ロ
H

ー
公
正
な
選
挙
で
良
識
の
代
表

を

|

7
月
4
日
は
参
議
院
議
員
通
常
選
挙

が
行
な
わ
れ
ま
す
。

参
議
院
は
、
衆
議
院
と
と
も
に
内
閲

の
批
判
者
で
あ
る
と
同
時
に
衆
議
院
の

批
判
者
で
あ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
わ

け
で
、
良
識
の
府
と
い
わ
れ
る
の
も
こ

の
よ
う
な
役
割
が
期
待
さ
れ
る
か
ら
で

あ
り
ま
す
。

参
議
院
は
特
色
あ
る
構
成
が
と
ら
れ

て
国
政
上
重
要
な
役
割
を
占
め
て
お
り

ま
す
。
し
た
が
っ
て
参
議
院
に
こ
の
本

来
の
機
能
を
果
た
す
こ
と
を
期
待
す
る

た
め
に
は
、
ま
ず
第
一
に
、選
挙
を
通
じ

て
、
真
に
参
議
院
議
員
に
ふ
さ
わ
し
い

大
久
保
松
治

長
谷
川
作
次
郎

藤

井

秀

信

朝

野

向

作

産
業
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済
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会
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宮
島

竹
二

奥

村

順

平

文
教
厚
生
委
員
会
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加
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田

日
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宮
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孝
成

伊
東

直
二
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ハ
議
会
選
出
〉

奥

村

順

平

宿
山
県
都
市
計
画
得
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会
委
口

宮
崎

直

三

加

藤

成
川

石
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正

之

助

加

野
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治
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人
物
を
選
ぶ
こ
と
が
必
要
な
の
で
す
。

し
か
し
従
来
の
結
果
か
ら
み
ま
す
と
、

参
議
院
議
員
選
挙
の
投
票
率
は
、
衆
議

院
議
員
や
地
方
選
挙
に
比
べ
て
低
く
、

国
民
の
関
心
も
薄
い
傾
向
が

あ

り

ま

す
。
ち
な
み
に
問
和
訂
年
7
月
に
行
な

わ
れ
た
参
議
院
議
員
選
挙
で
の
当
市
の

投
票
率
は
刀
%
で
、
最
近
執
行
の
主
要

選
挙
の
そ
れ
に
比
べ
て
叩
%
か
ら
却
%

程
度
低
く
な

っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
傾
向
が
み
ら
れ
る
大
き

な
理
由
は
、
参
議
院
に
全
国
区
制
度
と

い
う
独
自
の
制
度
が
あ
る
た
め
、
候
補

者
に
対
す
る
親
近
感
が
部
く
、
候
補
者

争
選
ぶ
の
に
努
力
を
要
す
る
と
い
う
よ

う
な
事
情
も
あ
り
ま
す
が
、
現
紅
の
も

と
で
で
き
る
だ
け
参
議
院
の
特
色
を
生

か
す
よ
う
な
有
能
な
人
物
を
選
出
す
る

よ
う
に
つ
と
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

明
る
く
正
し
い
選
挙
と

投
票
総
参
加
を

行
椛
者
の
一
人

一
人
が
、

参
議
院
の

性
格
や
章
一安
性
を
認
識
し
、
自
由
な
意

思
に
も
と
づ
く
自
党
の
あ
る
投
架
を
行

な
う
と
と
を
目
標
と
し
て
、
中
央
で
は

「
明
る
い
選
挙
総
参
加
運
動
挑
進
本
部

」
を
設
け
て
、

全
国
的
な
運
動
を
展
開

し
て
い
ま
す
。

当
市
に
お
い
て
も
、

「
則
る
く
正
し

い
選
挙
縦
進
協
議
会
い
を
主
体
と
し
て

次
の
よ
う
な
啓
発
を
行
な
う
こ
と
に
し

て
お
り
ま
す
。

マ
政
治
講
演
会

一〉一

日
選
挙
符
理

ト

教

育
委
員
会
事
務
局
、

-
-

L
句

社
会
福
祉
事
務
所
、
水
道

関
脳

会

動

課
は
、
旧
能
祭
庁
舎
で
事

.

.

 

員

ご

務
を
と
っ
て
い
ま
し
た

閑
幽

委

転

が
、
こ
の
た
び
こ
れ
を
と

.

.

 

育

移

り
乙
わ
し
職
業
安
定
所
が

珊
岨

教

建

設

さ

れ

る

こ

と

に

な

り

E
E

ま
し
た
の
で
、

5
月
却
日
か
ら
西
部
中

国
軍
圃

学
校
前

(
旧
西
中
図
書
館
)
に
移
転
し

E

・

ま
し
た
。
た
び
た
び
の
移
転
で
み
な
さ

司
可

ん
に
と
迷
惑
を
か
け
て
お
り
ま
す
が
、
川

電
話
番
号
は
従
前
と
変
り
ま
せ
ん
。

川

(
教
育
委
員
会
①
1
2
5
8
6、
社
会
川

福
祉
事
務
所
①
1
2
2
0
5
、
水
道
課
川

①
1
0
4
4
0
、
0
8
9
8
)

t

¥
ム
塁
五
崎
町
川

¥ザ

μ
F
M
一

νコ一J
d

一

委
員
会
委
員
長
マ
放
送
(
有
線
、

川

広
告
放
送
や
広
報
車
に
よ
る
宣
伝
)
川

マ
風
船
の
配
布
(
学
童
対
象
)

マ

川

立
看
板
、
横
断
幕
、
ポ
ス
タ
ー
の
掲
川

出

。

川

補
充
選
挙
人
名
簿

川

登
録
申
し
出
は

山

6
月
9
H
ま
で

"

選
挙
に
も
っ
と
も
た
い
せ
つ
な
乙
と
川

は
、
選
挙
人
名
簿
に
自
分
の
名
前
が
の

川

っ
て
い
る
か
ど
う
か
と
い
う
乙
と
で
す
川

選
挙
人
名
簿
に
名
前
が
の
っ
て
い
な
い
川

と
、
た
と
え
選
挙
権
が
あ
っ
て
も
投
票

川

す
る
乙
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

基
本
選
挙
人
名
簿
に
も
れ
て
い
る
方
川

や
満
別
才
に
な
っ
た
方
に
つ
い
て
は
張
川

録
の
申
し
出
を
し
な
け
れ
ば
補
充
選
挙

川

人
名
簿
に
登
械
で
き
な
い
乙
と
に
な

っ
川

て
い
ま
す
。

補
充
選
挙
人
名
簿
は
、
公
示
の
前
日

川

(6
月
9
日
)
ま
で
に
補
充
選
挙
人
名

川

簿
登
録
の
申
し
出
を
し
て
い
る
方
の
う
川

ち
、
選
挙
権
を
有
し
て
い
て
、
公
示
の
川

日

(
6
月
川
日
)
ま
で
引
き
続
い
て

3
川

か
月
以
来
魚
津
市
内
に
住
所
を
有
し
て
川

い
る
刀
を
調
査
の
う
え
、
調
製
す
る
こ
川

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

選
挙
管
理
委
員
会
で
は
資
絡
が
あ
る
川

と
思
わ
れ
る
方
に
つ
い
て
は
、
ど
案
内
川

い
た
し
ま
し
た
の
で
、
該
当
者
で
ま
だ
川

申
し
出
発
し
て
い
な
い
方
は
6
月
9
日

川

ま
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

川

な
お
、
従
来
選
挙
を
行
な
う
場
合
に

川

設
け
ら
れ
て
い
た
補
充
選
挙
人
名
簿
な
-川

録
巾
請
の
期
間
は
、
法
祁
改
正
に
よ
り
川

な
く
な
り
ま
し
た
。

川

6
才
未
満
の

結
核
予
防
接
種

6
才
未
満
の
お
子
さ
ん
〈
昭

和
制
年
4
月
2
日
か
ら
ぬ
年
ロ

月
引
日
ま
で
の
出
生
者
)
を
対

象
に
結
核
予
防
接
積
(
ツ
ベ
戸

ク
リ
ン
注
射
、
B
C
G
)
を
次

の
よ
う
に
行
な
い
ま
す
。

校
下

げが
u
v
u
v

畑
一
即
時
場
所

6
月

6
月

松
倉

7
日

9
日

連

絡

所

経
団

8
日

目

日

小
学
校

上
中
島

8
日

目
日

連

絡

所

上
野
方

9
日

日
日

農

協

天

神

同

日

目

日

小

学

校

商

布

施

日

日

間

日

小

学

校

住
吉

引
日

お
日

小

学

校

片

貝

辺

日

目

日

連

絡

所

道

下

辺

日

目

日

小

学

校

村

木

辺

日

μ
日

小

学

校

大

町

幻

自

白

日

小

学

校

加

積

幻

日

お

日

公

民

館

本
江

幻
日

お

日

公

民

館

時
間
は
各
会
場
と
も
午
後
1
時
か

ら
3
時
ま
で
で
す
。

乳

幼

児

検

診

乳
幼
児
の
健
康
診
断
を
次
の
よ
う

に
行
な
い
ま
す
。
該
当
者
は
昭
和
ぬ

年

1
月
!
日
か
ら
刊
年
3
月
引
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
お
子
さ
ん
で
す
。

(
。
印
は
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
注
射
日
と

い
っ
し
ょ
に
な
り
ま
す
。
)

校

下

検

診

日

場

所

6
月

。
松
倉

7
日

連

絡

所

。
上
中
島

8
日

連

絡

所

。
上
野
方

9
日

農

協

。
天
神

同

日

小
学
校

加
積

日
日

公

民

館

。

四

布

施

日

日

小
学
校

。
住
吉

引
日

小
学
校

。
片

貝

幻

日

連
絡
所

時
間
は
午
後
1
時
か
ら
3
時
ま
で

で
す
。
日
本
脳
炎
予
防
接
種

日
本
脳
炎
が
発
生
す
る
時
期
と
な

り
ま
し
た
。
次
の
よ
う
に
予
防
接
極

を
行
な
い
ま
ず
か
ら
近
く
の
場
所
で

注
射
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

マ
該
当
者
H
生
後
6
ヶ
月
以
上
の
市

民
全
員
を
対
象
と
し
ま
す
が
、
と

く
に
は
M

才
未
満
の
方
や
老
人
は
ぜ

ひ
受
け
て
く
だ
さ
い
。

マ
は
じ
め
て
接
種
を
受
け
る
人
は
2

回
、
毎
年
受
け
て
い
る
人
は

l
回

受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

マ
料
金
リ
l
回
に
つ
い
て
百
初
円

マ
心
臓
、
腎
臓
病
、
脚
気
、
結
核
、

熱
の
あ
る
人
、

6
ヶ
月
以
上
の
舵

婦
の
万
は
注
射
で
き
ま
せ
ん
。
健

康
状
態
の
よ
く
な
い
人
は
医
師
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

校
下

1
回

2
M

6
月

6
月

片
貝

日
日

間
目

白
倉

同
日

引
日

小小場
学学 ifr
校校

6
月

7
月

上
中
島

お
日

5
日

松
倉

お
日

5
日

天

神

お

日

5
日

加
積

m日
6
日

西

布

施

却

日

6
日

住
吉

却
日

6
日

大
町

初
日

7
日

上

野

方

初

日

7
日

松
倉

初
日

7
日

経
団

1
日

8
日

小

学

校

道
下

1
日

8
日

小

学

校

本
江

2
日

9
日

小

学

校

村
木

2
日

9
日

小

学

校

時
間
は
各
会
場
と
も
午
後
1
時
か
ら

3
時
ま
で
で
す
。

体

操

祭

日

日

日
本
体
操
祭
は
、
体
育
、
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
を
通
し
て
国
民
の
体
位
向
上

を
は
か
る
目
的
で
ひ
ら
か
れ
て
お
り
ま

す
が
、
魚
津
市
大
会
は

6
月
日
日
(
日

)
午
後
1
附
か
ら
吉
田
市
蛍
グ
ラ
ン
ド

で
実
施
さ
れ
ま
す
。

当
日
は
、
小
中
学
校
生
徒
に
よ
る
徒

手
体
操
や
リ
ズ
ム
運
動
、
婦
人
会
員
の

お
ど
り
、

青
年
団
員
の
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン

ス
な
ど
が
盛
大
に
行
な
わ
れ
る
乙
と
に

な
っ
て
お
り
ま
す
。
多
く
の
方
の
ご
参

加
を
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
雨
天
の
と

き
は
中
止
に
な
り
ま
す
。

種
と
う
の
再

種
と
う
の
予
防
接
種

ー
4
月
に
行
な
い
V

ま

接

種

目

日

し
た
が
、
都
合
で
受

け
ら
れ
な
か
っ
た
万
の
た
め
に
次
の

よ
う
に
再
接
種
を
し
ま
す
。
対
象
者

は
昭
和
泊
年
4
月
1
日
か
ら
ロ
月
引

日
ま
で
の
出
生
者
で
す
。

マ
接
種
目

H
6
月
日
日

マ
検
診
日

1
6
月
辺
日

マ
時
間
H
午
後
1
時

t
3時

マ
場
所
H
大
町
小
学
校

成
人
者
の

市
教
育
委
員
会
で
は
、

6
月
却
日
の
立
山
聞
き

立
山
登
山

に
ち
な
ん
で
、
こ
と
し

の
1
月
成
人
式
を
迎
え
ら
れ
た
方
を

対
象
に
、
健
全
な
身
心
の
成
長
を
祈

念
す
る
立
山
益
山
を
行
な
い
ま
ず
か

ら
せ
い
ぜ
い
と
参
加
く
だ
さ
い
。

募
集
人
員
は
約
叩
名
、
費
用
は

1
人

1
千
3
百
円
、
希
望
者
は

6
月
7
日

(
月
)
ま
で
市
教
育
委
員
会
へ
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

出
発
は

6
月
却
日
(
日
)
電
鉄
魚
津

駅
午
前
8
時
引
分
の
電
車
で
、
当
日

は
み
ど
り
が
池
荘
で
宿
泊
、
引
日
午

後
5
時
間
分
電
鉄
魚
津
駅
着
の
予
定

で
す
。

小
学
校

小
学
校

小
学
校

小
学
校

小
学
校

小
学
校

小
学
校

小
学
校

坪
野
分
校

水
道
の
重
要
な
役

割
に
感
謝
し
、
水

を
粗
末
に
し
な
い

よ
う
に
と
、
6
月
1
日
か
ら
「
水
道

週
間
」
が
始
ま
り
ま
す
ν

市
で
は
乙

の
週
間
中

(
1
日

t
7
日
ま
で
)
給

水
位
の
パ
ッ
キ
ン
グ
の
無
料
取
り
替

え
サ
ー
ビ
ス
を
し
ま
す
の
で
、
せ
い

ぜ
い
と
利
川
く
だ
さ
い
。

パ
ッ
キ
ン
グ
の

無
料
取
り
替
え



(2) 

市
民
税
3
千
万
円
の
減
税

本

文

方

式

で

課

税

6
月
は
昭
和
刊
年
度
市
県
民
税
第
1
期
分
の
納
期
で
す
。

納
税
通
知
書

は
6
月
中
旬
み
な
さ
ん
の
お
手
も
と
に
お
届
け
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す

市
民
税
の
課
税
方
法
は
、
乙
と
し
か
ら
本
文
方
式
に
改
正
さ
れ、

市
民

税
は
安
く
な
り
ま
し
た
。
に
れ
に
と
も
な
う
減
税
額
は
や
く
3
千
百
回
万

円
に
の
ぼ
る
見
込
み
で
す
。

で
は
次
に
課
税
方
法
や
税
率
な
ど
簡
単
に
お
し
ら
せ
し
ま
し
ょ
う
。

(昭和7年9月13日)
第3種郵便物認可

課
税
方
式
が
全
国
同
じ
に

市
民
脱
を
課
税
す
る
方
式
は
犯
年
度

ま
で
は
「
本
文
方
式
」

と

「
た
だ
し
書

方
式
」
が
あ
っ
て
、そ
の
市
の
財
政
状
態

に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
ど
の
方
式
で
も
採

用
で
き
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

魚
津
市
の
場
合
は
「
た
だ
し
書
方
式

」
で
課
税
し
て
き
ま
し
た
。

こ
の
方
式

は
、
総
所
得
金
額
か
ら
基
礎
控
除
を
し

た
だ
け
で
税
率
を
か
け
、
そ
乙
か
ら
扶

養
親
族
な
ど
の
税
額
控
除
し
て
算
出
し

た
も
の
で
、

「
本
文
方
式
」

よ
り
税
額

が
高
か
っ
た
わ
け
で
す
。

税
額
の
高
い
「
た
だ
し
書
方
式
」

か

ら
い

っ
き
ょ
に
税
額
の
低
く
な
る
「
本

文
方
式
」
に
す
る
乙
と
は
、
財
源
の
乏

し
い
市
町
村
に
と
っ
て
き
わ
め
て
困
難

な
こ
と
で
す
。
こ
の
た
め
犯
年
度
は
「
本

文
方
式
」
へ
移
行
す
る
た
め
の
経
過
措

置
と
し
て
、
本
文
方
式
に
近
い
中
間
的

な
特
例
方
式
で
課
税
し
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
に
と
も
な
う
減
税
額
は
や
く
2
千

9
百
刊
万
円
で
し
た
。

税
率
は
標
準
の

1
・
4
倍
に

次
に
お
も
な
改
正
点
を
あ
げ
て
み
ま

す
と
、

①
所
得
金
額
か
ら
雑
損
、
医
療
費
、
社

会
保
険
料
、生
命
保
険
料
の
各
控
除
、

扶
養
鐙
除
お
よ
び
基
礎
控
除
額
を
控

除
し
た
金
額
を
課
税
標
準
と
し
た
こ

と。

①
扶
養
控
除
額
1
人
目
を

4
万
円
か
ら

7
万
円
に
引
き
上
げ
た
こ
と
。

(
2

人
目
以
下
は

3
万
円
で
変
ら
な
い
)
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表
4
河
川
寸手見移b民県

(第226号〉

市

①
税
率
(
別
表
〉
を
地
方
税
法
に
定
め

ら
れ
て
い
る
標
準
税
率
の

M
倍
に
し

た
乙
と
。
(
県
内
の
他
市
で
は
日
倍

こ
の
よ
う
に
扶
養
控
除
額
の
引
き
上

げ
な
ど
に
よ
っ
て
課
税
所
得
金
額
が
低

所得金額50万円の人の市県民税計算例

b市民税所得割
(所得金額) (社会保険料) (生命保険料3

500.000円一(25，000円+22.500円
(扶養主主除) (基礎鐙除) (線税所得金額)

+ 160.000円十90，000円)=202，500円
f際税所得金額) (税率) (速算鐙徐)

4.2 
202.500円×一一=8，505円-2.100円100 
〈所得翻)

=6，400円

く
な
り
、
ま
た
税
率
も
引
き
下
げ
ら
れ

ま
し
た
の
で
、
扶
養
親
族
や
事
業
専
従

者
の
多
い
人
ほ
ど
減
税
に
な
り
ま
す
。

叩
万
円
の
所
得
者
の
市
県
民
税

目
年
中
に
叩
万
円
の
所
得
金
額
(
給

与
所
得
者
の
場
合
は
給
与
所
得
控
除
後

の
金
額
)
が
あ
っ
た
人
で
、
妻
と
子
ど

も
3
人
(
同
才
、
日
才
、
け
才
)
い
る

場
合
の
刊
年
度
の
市
県
民
税
を
計
算
し

ま
す
と
左
表
の
と
お
り
と
な
り
ま
す
。

こ
の
計
算
例
の
よ
う
に
刊
年
度
年
税

額
は
市
民
税
6
千
6
百
円
、
県
民
税
3

千
6
百
刊
円
、
あ
わ
せ
て

1
万
2
百
刊

円
と
な
り
ま
す
。

乙
れ
は
犯
年
度
の
市
県
民
税
と
く
ら

べ
て
み
ま
す
と
5
千
3
百
日
円
安
く
な

っ
た
乙
と
に
な
り
ま
す
。

1>県民税所得割

(1県税所得金額) (税率) (税額鐙除)

202，500円×-L=4.U50円-480円
100 

(所得翻〉

=3.570円

[>市 県民税

(所得種目) (約砲事制〉

6.400円+200円=6.600円

3.570円+100円=3，670円

市民税

県民税

私
た
ち
の
街
を
よ
り
美
し
く
、
住
み

よ
く
明
る
い
豊
か
な
生
活
が
で
き
る
よ

う
に
、
市
で
は
い
ろ
い
ろ
の
事
業
を
行

な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
に
は
非
常
に

た
く
さ
ん
の
お
金
が
い
り
ま
す
。
乙
の

お
金
は
お
も
に
市
税
に
よ
っ
て
ま
か
な

わ
れ
て
い
ま
す
。
乙
の
市
税
に
は
ど
ん

な
も
の
が
あ
り
、
ど
の
よ
う
に
課
税
さ

れ
て
い
る
か
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、

次
に
刊
年
度
の
市
税
の
あ
ら

ま
し
を
ま
と
め
て
み
ま
し
た

ま
す
こ
と
し
の
市
税
の
予

算
額
を
み
ま
す
と、

3
億

3

千
3
百
円
引
万
3
千
円
が
見
込

ま
れ
、
と
れ
は
市
の
予
算
総

額
8
億

4
千
6
百
万
万
円
の

犯
・
4
%
に
あ
た
り
ま
す
。

市
税
の
内
訳
は
グ
ラ
フ
の
と

お
り
で
す
。

市

民

税

マ
個
人

・
納
税
者
H
1
月
1
日
現
在

で
市
内
に
住
ん
で
い
る
人

.
税
率
H
均
等
割
年
額
2
百

円
、
所
得
割
は
上
表

・
納
期
日
6
月、

8
月
、
叩

月、

1
月
の
4
回
、
勤
め

先
で
給
料
か
ら
差
し
引
か
れ
る
人
は

6
月
か
ら
翌
年
3
月
ま
で
山
田
に
分

け
て
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

固

定

資

産

税

・
納
税
者
引

1
月
1
日
現
在
で
市
内
に

固
定
資
産
(
土
地
、
家
屋
、
償
却
資

産
)
を
所
有
し
て
い
る
人

・
税
率
H
土
地
家
屋
は
岡
和
泊
年
度
の

評
価
額
、
償
却
資
産
は
昭
和
刊
年
度

の
評
価
額
の
百
分
の
日

・
納
期

H
4月
、
7
月
、
ロ
月
、
2
月

の
4
回
軽

自

動

車

税

・
納
税
者

H
4月
!
日
現
在
で
原
動
機

付
自
転
車
、
軽
自
動
車
な
ど
所
有
し

て
い
る
人

・
税
率
〈
原
動
機
付
自
転
車
〉

H
排

気
量

m
m以
下
年
額
5
百
円
、
卯
は

以
下
8
百
円
、

叩
∞
以
上
1
千
円

〈
軽
自
動
車
お
よ
び
小
型
特
殊
自
動

車
〉
日
軽
二
輪
年
額
1
千
5
百
円
、

軽
三
輪
2
千
円
、

軽
四
輪
貨
物
用
2

千
5
百
円
、

軽
四
輪
乗
用
4
千
5
百

円
、
農
耕
作
業
用
自
動
車
1
千
円
、

〈
二
輪
の
小
型
自
動
車
〉

H
年
額
2

千
5
百
円

10.270円

V
イ
モ
チ
の
発
生
を
予
防

6
月
後
半
l
7月
後
半
に
か
け
て
雨

期
と
な
り
、
つ
ゆ
明
け
は
遅
れ
る
と
の

こ
と
で
す
。
初
期
分
け
つ
期
を
早
め
る

よ
う
水
管
理
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

分
け
つ
期
に
は
昼
夜
と
も
水
温
を
高

め
て
、
肥
料
の
分
解
を
早
め
、
肥
料
の

遅
き
き
に
な
ら
な
い
よ
う
、

ま
た
早
期
追
肥
は
な
る
べ
く

早
く
し
、
例
年
よ
り
少
な
目

・

に
し
ま
す
。
と
く
に

窒

素

を

一

ひ
か
え
、
加
里
の
追
肥
を
考

{呈

え
、
稲
を
健
全
に
育
て
イ
モ

女

チ
の
発
生
を
予
防
し
ま
す
。

一

J
1

7
l
8
月
の
気
候
は
変
動

ヨ

が
大
き
く
低
温
と
の
乙
と
で

農

す
か
ら
肥
料
の
遅
き
き
地
帯
一

や
、
元
肥
、
追

肥

が

多

い

と

.

稲
は
軟
弱
徒
長
と
な
り
イ
モ

チ
病
の
発
生
が
多
く
な
り
ま

す
。
例
年
イ
モ
チ
病
発
生
地
や
倒
伏
し

や
す
い
田
は
窒
素
追
肥
し
な
い
よ
う
、

ま
た
ケ
イ
酸
石
灰
の
追
肥
は
出
来
す
ぎ

水
田
に
計
画
し
て
く
だ
さ
い
。

V
除

草

剤

ヒ
エ
の
発
生
が
多
い
水
田
で
は

一
番

中
耕
2
l
3
日
後
に

P
C
P
粒
剤
3
・W

浅
水
に
し
て
散
布
し
ま
す
。
ま
た
パ
ム

コ
ン
、
マ
ノ
ッ
ク
各
3
均
に

p
c
p粒

剤

1
匂
を
混
入
し
て
散
布
し
ま
す
。
そ

課税所得金額
税 率 i濫算控除額 税率 | 述算控除額

% 内

1 
円

47115005万万万万円円以をと下える金額
2.8 
4.2 2.100 

円。 5.6 7，700 
円 。 7.0 17，500 

100万円 。 8.4 31.500 
150万万円 。 9.8 58 2.500 
250 円。 11.2 7.500 
400万円グ 12.6 143.500 
600万円 。 14.0 227，500 4 30.000 
1，000万万円 。 15.4 367.500 
2，000 円円 。 16.8 647.500 
3，000 万万 。 18.2 1.067.500 
5，000 円以上 19.6 1.767.500 

計8-
1=1 

-
納
期
は
4
月
1
回
で
す
が
、
途
中
で

所
有
し
た
と
き
は
翌
月
か
ら
月
割
で

ま
た
廃
車
し
た
と
き
は
そ
の
月
ま
で

月
割
で
か
か
る
こ
と
に
な
り
ま
す
U

た
ば
こ
消
費
税

・
市
内
で
売
り
さ
ば
か
れ
た
た
ば
こ
の

本
数
に
全
国
平
均
1
本
当
り
単
価
(

問
和
刊
年
度
は
2
円
切
銭
6
厘
〉
を

乗
じ
た
額
の
百
分
の
日
が
こ
の
税
金

と
し
て
毎
月
日
本
専
売
公
社
か
ら
市

へ
納
入
さ
れ
ま
す
。

電

気

ガ

ス

税

・
電
気
使
用
料
金
の
百
分
の

7
が
こ
の

税
金
と
し
て
毎
月
北
陸
電
力
か
ら
市

へ
納
入
さ
れ
ま
す
。

木

材

引

取

税

・
納
税
者
H
立
木
の
伐
採
後
の
最
初
の

引
取
者

・
税
率
H
木
材
引
取
価
格
の
百
分
の

2

の
ほ
か
雑
草
の
多
い
水
田
で
は
パ
ム
コ

ン
、
マ
ノ
ッ
ク
な
ど
同
じ
よ
う
に

3
匂

散
布
し
て
く
だ
さ
い
9

有
効
分
け
つ
期

終
り
の
直
後
M
C
P
、
水
中
二
四
l
D

を
散
布
し
、手
取
り
除
草
を
し
な
い
で
、

つ
と
め
て
省
力
化
を
は
か
り
ま
し
ょ

内
J
0

V
施
肥
量
と
病
害
虫
防
除
に

注
意
を

こ
と
し
は
異
常
気
象
、
冷

害
凶
作

と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
当
地
万
で
は
出
来
過
ぎ

に
よ
る
倒
伏
と
イ
モ

チ
発
生

が
例
年
よ
り
多
く
な
っ
て
、

凶
作
の
原
因
に
な
る
こ
と
が

の

予

想

さ

れ

ま

す

。

そ

の

た

月

め

、
大
き
い
穂
を
つ
け
る
よ

8

う
な
多
肥
栽
培
を
避
け
、
幾

~

分

穂
数
お
よ
び
穂
長
は
小
さ

6

く
て
も
、
し
ん
だ
の
つ
か
な

い
稔
実
の
よ
い
充
実
し
た
米
で
、
確
実

に
収
量
が
期
待
で
き
る
よ
う
、
施
肥
量

と
病
害
虫
防
除
に
注
意
し
て

く
だ
さ

、。 稲作 管理

経
営
合
理
化
の
た
め
の

工
業
、
商
業
を
営
む
中
小
企
業
の
場

合
に
は
、

自
分
の
事
業
所
で
経
営
を
監

査
し
た
り
、
い
ろ
い
ろ
の
改
善
策
を
研

究
す
る
職
員
を
置
い
た
り
、
ま
た
外
部

か
ら
専
門
家
を
招
い
て
そ
の
意
見
を
聞

い
た
り
す
る
こ
と
は
、
多
額
の
経
費
が

い
り
ま
す
の
で
、
実
施
で
き
な
い
の
が

普
通
で
す
。

そ
の
た
め
、
多
く
の
中
小
企
業
で
は

い
ろ
い
ろ
の
欠
陥
が
あ
る
の
を
知
ら
ず

に
経
営
し
て
い
た
り
、
ま
た
そ
れ
を
発

見
し
て
も
解
決
で
き
な
い
ま
ま
放
置
し

た
り
、
解
決
し
て
も
手
遅
れ
に
な

っ
て

し
ま
っ
た
な
ど
と
い
う
事
業
所
や
商
庖

が
か
な
り
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
国
と
県
で
は
、
こ
う
し
た
中

小
企
業
の
た
め
の
企
業
診
断
を
無
料
で

行
な
っ
て
い
ま
す
。
商
庖
や
事
業
所
を

お
持
ち
の
方
は
と
の
制
度
を
利
用
さ
れ

て
、
今
後
の
経
営
の
合
理
佑
の
参
考
と

さ
れ
る
よ
う
お
す
す
め
し
ま
す
。

あ

ゆ

!解
毒事

の

い
よ
い
よ
あ
ゅ
の
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え

ま
す
が
、
呉
東
内
水
面
漁
業
協
同
組
合

は、

6
月
日
日
午
前
4
時
、
花
火
を
合

図
に
解
禁
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

組
合
で
は
昨
年
と
同
じ
よ
う
に
角
川

布
施
川
で
釣
り
を
さ
れ
る
方
に
許
可
証

を
出
す
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
許
可
料

金
は
角
川
、
布
施
川
の
各
河
川
ご
と
に

毛
針
釣
り
(
餌
釣
り
合
む
)
2
百
叩
円

毛
針
釣
り
と
友
釣
り
を
併
用
す
る
も
の

は
3
百
円
で
す
。

ま
た
、
毛
針
釣
り
を
楽
し
ま
れ
る
方

の
た
め
に
6
月
日
日
か
ら
7
月
日
日
ま

で
、
友
釣
り
お
よ
び
各
種
網
の
禁
漁
区

を
定
め
ま
し
た
。
禁
止
区
域
は
角
川
に

つ
い
て
は
、
国
道
8
号
線
の
婿
よ
り
上

流
4
百
日
メ
l
ト
戸
の
区
間
、
布
施
川

に
あ
っ
て
は
地
鉄
鉄
橋
よ
り
下
流
3
百

メ
ー
ト
ル
'の
区
間
で
す
。

な
お
漁
業
権
の
な
い
神
通
川
な
ど
で

ゴ
ミ
焼
却
場
な
ど
見
学

魚
津
地
区
の
区
長
さ
ん
や
婦
人
会
役

員
の
万
ゃ
く
百
名
は
、

5
月
7
日
ゴ
ミ

焼
却
場
や
東
部
衛
生
し
尿
処
理
場
を
見

学
し
ま
し
た
。
乙
れ
は
市
環
境
衛
生
協

会
が
、
ゴ
ミ
や
汚
物
の
処
理
状
況
や
施

設
を
実
際
に
知
り
、
環
境
衛
生
に
対
す

る
認
識
を
深
め
て
い
た
だ
こ
う
と
実
施

し
た
も
の
で
、
み
ん
な
興
味
深
く
施
設

や
作
業
状
況
を
み
ま
し
た
。
乙
の
あ
と

入
者
町
公
民
館
で
術
生
座
談
会
を
ひ
ら

き
ま
し
た
。
(
写
真
H
ゴ
ミ
焼
却
炉
の

説
明
を
き
く
人
た
ち
)

H

企

業

診

断

H

申
込
書
は
商
工
水
産
課
、
商
工
会
議

所
に
あ
り
ま
す
。

小
口
事
業
資
金

を

ど

う

ぞ

市
で
は
小
規
模
事
業
者
を
対
象
に
次

の
よ
う
に
小
口
事
業
資
金
の
あ
っ
せ
ん

を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

マ
貸
付
限
度
お
よ
び
期
間

・
運
転
資
金
H
一
事
業
者
あ
た
り
叩
万

円
以
内
、
期
間
1
年
以
内

・
設
備
資
金
H
一
事
業
者
あ
た
り
叩
万

円
以
内
、
期
間
2
年
以
内

マ
利
率
は
日
歩
2
銭
2
厘
以
内

.
保
証
料
は
日
歩
3
厘

申
込
書
用
紙
は
、
商
工
水
産
課
、
商

工
会
議
所
に
あ
り
ま
す
。

V
・:
県
で
は
中
小
企
業
設
備
近
代
化
資

金
の
第
2
次
の
申
込
み
を
受
け
付
け

て
い
ま
す
。
希
望
者
は
6
月
叩
日
ま

で
商
工
水
産
課
へ
お
申
し
込
み
を
。

16 

日

釣
り
を
さ
れ
る
方
は
、
水
族
館
内
水
産

係
で
届
出
証
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。
協

力
費
は
県
内
同
一
で
3
百
円
で
す
。

魚
津
神
交μ社

通祭
/1ネし
命しの

限μ

魚
津
神
社
も
で
き
あ
が
り
6
月
1
日

か
ら
本
殿
完
成
遷
座
祭
な
ど
が
行
な
わ

れ
ま
す
が
、
ひ
き
つ
づ
い
て

4
日
か
ら

は
恒
例
の
祭
机
が
始
ま
り
ま
す
。
例
年

雑
踏
を
き
わ
め
て
い
ま
す
の
で
、
瞥
察

署
で
は
次
の
よ
う
に
交
通
制
限
を
し
ま

ず
か
ら
ど
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

V
車
繭
通
行
禁
止
区
間

.
田
方
町
東
勝
亭
前
か
ら
下
村
木
先
名

理
髪
庖
前
ま
で
の
辺
メ
l
ト

W
道
路

.
荒
町
金
閣
タ
ク
シ
ー
前
か
ら
金
屋
町

高
野
由
郎
方
前
ま
で
の
銀
座
通
り
お

よ
び
中
央
通
り

・
北
銀
魚
津
支
庖
か
ら
魚
津
神
社
裏
角

ま
で
の
市
道

V
制
限
日
時

H
6
月
5
日
午
前
9
時
か

ら
6
月
6
日
午
後
日
時
ま
で

な
お
、
青
少
年
問
題
協
議
会
で
は
、

祭
仙
の

4
1
6
日
ま
で
午
後
9
時
に
、

子
ど
も
さ
ん
の
夜
遅
く
ま
で
の
外
出
を

防
ぐ
た
め
帰
宅
を
呼
び
か
け
る
サ
イ
レ

ン
を
嶋
ら
す
乙
と
に
し
て
い
ま
す
。

交
通
相
談
所
を
開
設

毎

週

金

曜

日

に

と
の
た
び
富
山
、
高
岡
市
に
つ
い
で

当
市
に
も

「
交
通
相
談
所
」
が
開
設

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

乙
の
相
談
日
は
、
6
月
4
日
か
ら
毎

週
金
曜
日
(
祭
日
を
除
く
)
午
前
9

時
か
ら
午
後
4
時
ま
で
市
民
会
館
で

ひ
ら
か
れ
ま
す
。
交
通
事
故
に
つ
い

て
ど
ん
な
乙
と
で
も
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
(
無
料
)

新
緑
の
頃
に
な
り
ま

ゾ

一一

す
と
、
日
本
海
治
岸
を

i

・
:

r

ノ

-R

r
利
用
し
て
密
入
国
す
る

h

r
 

し

た

土

者
が
ふ
え
て
き
ま
す
。

し

ナ

一一

そ
し
で
そ
の
中
に
は
、

ら

川

一一
日
本
を
舞
台
に
密
貿
易

者

ヵ

一一
ゃ
、
ス
パ
イ
な
ど
恐
ろ

航

見

一

し
い
こ
と
を
企
て
る
者

密

を

一

が
多
い
の
で
す
o

魚
津

沿
岸
の
よ
う
に
波
が
静

か
で
、
小
舟
で
も
簡
単

に
岸
に
着
く
乙
と
が
で
き
る
砂
浜
や
漁

港
を
ね
ら
っ
て
い
ま
す
。
枇
雷
祭
や
密
航

監
視
哨
で
は
平
和
な
郷
土
が
汚
さ
れ

な
い
・ょ
う

厳
し
く
見
張
っ
て
い
ま
す

が
、
7
・
9
キ
ロ

の
魚
津
沿
岸
を
守
る

に
は
、
ど
う
し
て
も
み
な
さ
ん
の
積
極

的
な
ど
協
力
が
必
要
な
の
で
す
。

も
し
仰
合
い
に
見
か
け
な
い
船
が
と

ま
り
小
舟
で
荷
物
を
運
ん
だ
り
、
見
な

れ
な
い
人
が
海
岸
を
う
ろ
つ
い
て
い
た

り
、
海
岸
に
乗
り
捨
て
ま
た
は
漂
流
し

た
と
思
わ
れ
る
船
を
発
見
し
た
と
き
な

ど
、
ど
う
も
変
だ
と
思
わ
れ
た
と
き
は

す
ぐ
響
察
署
や
派
出
所
、
ま
た
「
一

一

O
番
」
へ
ど
連
絡
く
だ
さ
い
。

寄

付

1
万
円
新
塩
屋
町
松
野
清
次
郎

〈
亡
妻
八
重
殿
の
ご
遺
志
に
よ
る
)

5
千
円
新
金
屋
町
本
多
繁
則

(
亡
父
繁
治
殿
の
ど
遺
志
に
よ
る
〉

5
千
円
大
海
寺
野
広
田
延
太
郎

(
亡
母
幾
乃
殿
の
ご
遺
志
に
よ
る
)

5
千

円

浜

経

団

浜

本

源

治

(亡
母
あ
や
殿
の
ど
遺
志
に
よ
る
〉

2
千

円

本

江

飯

村

基

之

(
亡
長
女
修
子
殿
の
ど
遺
志
に
よ
る
)

1
千
5
百

円

吉

島

6
区
西
田
忠
夫

(
亡
母
っ
か
殿
の
ご
遺
志
に
よ
る
)

1
千

円

田

方

町

吉

崎

い

さ

(
亡
夫
常
次
郎
殿
7
回
忌
に
よ
る
)

l
千
7
百

円

本

江

宮

内

忠

一

2
百

円

村

木

吉
川
健
一

(
以
上
拾
得
物
報
労
金
)

アメリカシロヒトリ

早く発見して防除を

ことしもアメリカシロヒトリの発生する

頃となりましたo昨年秋の発生状況からみ

て、ととしも市内に大発生が予想されます

ので、 被害を少なくするため、早く発見し

て防除につとめていただきたいものです。

アメリカシロヒトリの発生の時期は、 6 
月上旬から7月下旬までと、8月下旬から
9月下旬までの2回です。
さくら、プラタナス、ポプラ、柿、いち

じくなど庭木類にくもの巣状のものや、葉

や枝が枯れているときは、すぐ切り取って

焼き捨てるか薬剤を散布しましょうc薬剤

はデイプテvツクス、EPN、BHCなど

有効ですo

市では、乙としも防除対策として、薬剤

を無料で配布するほか、集団的に大発生し

た地区を重点に防除に協力することにして

いまずから、 農業指導所 (電話①ー0994)
へ乙.相談ください。


